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安全・安心
『南海トラフ地震』に備えて

テーマ１
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『南海トラフ地震』のいま

『南海トラフ地震』の歴史と特徴

出展：気象庁ホームページ
https://www.jma.go.jp/kishou/know/jishin/nteq/index.html

駿河湾から日向灘沖にかけての
エリアを震源とする地震

約100年～150年度間隔で

繰り返し大規模地震が発生
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『南海トラフ地震』が起こると

静岡県から宮崎県にかけての多くの

地域で震度６弱～７の強い揺れを想定

【注意】熊取町は内陸に位置するため

津波による被害想定はありません

広い範囲の沿岸地域で巨大な津波の

襲来が予測されます

『南海トラフ地震』のいま
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『南海トラフ地震』の新たな動き

宮崎県日向灘を震源とするマグニチュード7.1、

最大震度６弱の大規模地震が発生

初めて、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表

令和６年８月８日

政 府：「特別な呼びかけ」を実施

熊取町：町ホームページや公式LINEによる情報提供・注意喚起を実施

『南海トラフ地震』のいま
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『南海トラフ地震』の新たな動き

南海トラフ地震の発生確率

令和７年１月 地震調査委員会

『南海トラフ地震』のいま

30年以内に

70～80％

30年以内に

80％
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『南海トラフ地震』の新たな動き

国が新たな被害想定を公表

令和７年３月 中央防災会議

大阪府

国の被害想定の改定にあわせ、大阪府独自の被害想定の検討作業を

進めています（令和８年度をめどに公表予定）

【大阪府全体】

死者 9,900人（前回想定より＋2,200人）

全壊・焼失建物数 29万7千棟（前回想定より－4万棟） ※前回は平成24年度

『南海トラフ地震』のいま
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１．地域防災力の向上 「自助」 「共助」

２．災害発生時の備え

３．災害発生時の情報伝達強化

４．総合防災訓練の開催

熊取町の取り組み
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各家庭での備え

食料や水、

生活必需品の備蓄
家の中の安全対策

➜ 最低３日分

できれば１週間分

➜ 家具の転倒

防止対策など

1．地域防災力の向上 「自助」 「共助」
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自主防災組織へのサポート

「自主防災マニュアル」

作成のサポート

マニュアル作成の
お手伝いをします

企画段階から
ご相談ください

1．地域防災力の向上 「自助」 「共助」

「防災訓練」の

サポート
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防災士の活躍

町養成防災士と

各区・自治会との
マッチング

「フォローアップ研修」

の開催

地域での活躍 知識のアップデート

1．地域防災力の向上 「自助」 「共助」

12地域の防災力アップにご協力を！



指定避難所運営への備え

「避難所運営マニュアル」の作成

2．災害発生時の備え

自治会 学校

行政

協議
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指定避難所運営への備え

「避難所運営マニュアル」の作成

令和５年11月

北小学校避難所運営マニュアルの作成

令和７年５月

南小学校避難所運営マニュアルの作成

2．災害発生時の備え

これまでの取り組み
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指定避難所での備え

備蓄資機材の充実

「組立式洋式水洗トイレ」の

追加配備

避難所機能の強化

小中学校体育館への空調設備の整備

Ｒ６:中央・東・南小学校

Ｒ７：西・北小学校（整備予定）

Ｒ８以降：各中学校

2．災害発生時の備え
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複数の媒体での伝達

3．災害発生時の情報伝達強化

防災行政無線 エリアメール
緊急速報メール

大阪防災アプリ 熊取町公式LINE
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3．災害発生時の情報伝達強化
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令和７年11月９日（日）開催

【住民参加型訓練】

みなさまのご参加をお待ちしています！

・指定避難所での避難所設営訓練 など

・はしご車試乗体験

・炊き出し訓練 など

【消防・防災フェア】

4．総合防災訓練の開催
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今後のこども・子育て支援の
取組について

テーマ ２
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多様な「こども・若者の育ち」や「暮らし」を

認め合い、支え合う、対話的まちづくり
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「こども計画」の基本理念

基本理念を実現するための４つの視点

① こども・若者一人ひとりを権利の主体として尊重し、こども・若者の
最善の利益を第一に考える

② こども・若者が家庭の状況に左右されることなく、自分らしく
生きることができるよう支援する

③ 家庭、地域、行政、関係機関等が“協働”し、地域全体で
こども・若者の育ち、親の育ちを支える

④ 妊娠期から若者期にわたる多様な取組をライフステージに応じて
切れ目なく推進する
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計画に基づき展開する各種施策

1 健やかな成長を支える教育環境の整備

（子ども・若者）

⚫ 個に応じた教育の充実

⚫ スクールソーシャルワーカー

活用事業

⚫ こども・若者向け講座の充実

など
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2 配慮が必要なこども・若者への支援

（子ども・若者）

⚫ 療育拠点機能の充実

⚫ ヤングケアラーの早期発見と支

援 など



計画に基づき展開する各種施策

3 こども・若者の社会参画・自立

のための支援（子ども・若者）

⚫ 選挙出前授業・模擬投票イベ

ント

⚫ ひきこもり支援ふらっとルー

ム など
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⚫ こんにちは赤ちゃん訪問事業

⚫ 産後ケア事業

⚫ ブックスタート

⚫ 子育て援助活動支援事業（ファ

ミリー・サポート・センター事

業） など

4 安心して生み育て、こどもが健やか

に育つための支援（子育て家庭）



計画に基づき展開する各種施策

5 多様な保育サービスの充実

（子育て家庭）

⚫ 延長保育、病児・病後児保育事

業

⚫ 乳児等通園支援事業（こども誰

でも通園制度）

⚫ 放課後児童健全育成事業（学童

保育事業）など
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⚫ 難聴児補聴器購入等助成事業

⚫ 就学援助事業

⚫ 子ども相談ネットワーク会議

（要保護児童対策地域協議会）

など

6 支援を必要とする家族への援助

（子育て家庭）



計画に基づき展開する各種施策

7 地域における子育て支援

（地域社会）

⚫ 地域子育て支援拠点事業

⚫ 不登校などのこどもの居場所づ

くり事業

⚫ 放課後子ども教室

（くまとり元気広場）

⚫ 子ども食堂の推進 など
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⚫ 子ども安全デーの実施

⚫ 子ども見まもり隊の実施

⚫ 安全パトロールの実施

など

8 安全安心なまちづくり

（地域社会）



妊娠期から若者期にわたる切れ目のない支援
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妊娠期から若者期にわたる切れ目のない支援

⚫ 全ての妊産婦との保健師による面談

⚫ 助産師による妊娠８カ月頃の電話・訪問と、

出生後８カ月頃の訪問

⚫ 児童相談員やＣＳＷによる相談

必要な支援へのつなぎ
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ホームスタート事業 （家庭訪問型子育て支援事業）

妊産婦、就学前のお子さんのいる家庭

対象者
無料

事業の内容

ホームビジター（研修を修了したボランティア）

が週1回（計４～５回）自宅を訪問し、父・母等

と会話をしたり、一緒に家事や育児をサポート

します

28



産前産後ヘルパー派遣事業

対象者

事業の内容

家事援助、育児に関する援助など

妊娠中又は出産後１年未満の妊産婦で、体調不良等により家事や育児を
行うことに支障があり家族等のサポートが得られにくい方
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産前産後ヘルパー派遣事業

利用回数及び利用時間

利用家庭の負担

１時間あたり７００円

産前、産後あわせて４０回を上限（ただし、多胎出産の場合は、６０回を上限）

平日９時～１７時の間に１回２時間以内、１日２回まで
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保育料の第２子無償化

事業内容と対象

子育てに係る経済的負担を

軽減するため、小学校就学前の

範囲で２人目の保育料を無料に

しています
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子ども食堂の推進 （住民提案協働事業制度）

目標

住民提案協働事業制度の活用により、こどもたちが地域の人たちと楽しく

食事をし、安心して過ごすことができる場を提供する団体を支援します。

町内全小学校区での実施
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子ども食堂の推進 （住民提案協働事業制度）

令和７年度支援団体の実施状況

⚫ 中央小学校区：Viento Kitchen（ヴィエント・キッチン）（２カ月に１回程度）
場所：「風・福祉会」事業所内

⚫ 東小学校区：お月さま食堂（毎月、第２土曜日）
場所：つばさが丘北集会所

⚫ 西小学校区：ひなた食堂（毎月、第２・第４水曜日）
場所：大久保区集会所

⚫ 南小学校区：こどもレストラン（毎月、第２・第４木曜日）
場所：長池府営住宅集会所

※一部自己負担があります
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令和７年度における新たな取組み

妊婦のための支援給付

（愛称：こうのとりギフト）
産後ケア事業の拡充

※旧出産・子育て応援ギフト

【妊婦の心身及び経済的負担を軽減】

⚫ 妊娠届出時（1回目）

５万円を給付

⚫ 産後等面談時（２回目）

こども１人につき、5万円を給付

日帰り・宿泊型に加え、
アウトリーチ型（自宅訪問型）を
新たに導入
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令和７年度における新たな取組み

学童保育所の入所児童数増加への

対応と快適な保育環境の確保

ふれあいセンターに

公認心理師を配置

⚫ 中央学童保育所

１クラブ増設、トイレ洋式化、

エアコン増設

⚫ 西学童保育所

分室を設置

児童発達相談等の支援体制を強化
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令和７年度における新たな取組み

町立小中学校の給食費負担軽減
町立全小中学校体育館に

エアコン設置

小学校は食材費高騰分を助成

中学校は無償化

【小学校】
⚫ 令和６年度

中央・南・東小学校 設置完了
⚫ 令和７年度

西・北小学校 設置予定
【中学校】
⚫ 令和７年度

設計
⚫ 令和８年度

全中学校 設置予定
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令和７年度における新たな取組み

教育・支援センター開所日の拡充

熊取中学校の

ユネスコスクールとしての取組み

週２日から週５日に拡充 持続可能な開発のための教育（ESD）
を推進
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企業誘致とふるさと納税の強化

テーマ３-１ まちの活性化
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企業誘致の取組

これまで

令和３年
熊取駅前に「スーパーホテル」を誘致

産業活性化基金事業補助金により、
新事業進出などの支援による企業誘
致
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企業誘致の取組

これからめざすもの

更なるまちの活性化を図るために・・・

⚫ 国の「地方創生支援官」の活用

本町にふさわしく実効性のある企業誘致の検討

・経済産業省 （企業誘致等による地域経済の振興施策等を担当）

・厚生労働省 （地域雇用施策等の取りまとめ業務等を担当）

・復興庁（環境省から出向中）（民間企業との連携業務等を担当）

⚫ 「地方創生専門員」などによる企業誘致に係る営業活動や

ふるさと納税の強化（ふるさと納税返礼品創出支援・既存返礼品の魅力拡充）
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ふるさと納税の強化

⚫ 令和７年４月

「熊取町新たな地場産品創出等支援事業補助金（通称：＃ふるさと納税3.0）」

創設

⚫ ふるさと納税返礼品創出を幅広く支援
集まった寄附額に応じて返礼品創出に係る経費の10分の5（最大
全額）を補助

41



ふるさと納税の強化

支援制度のイメージ

フルーツに加えて、新商品としてジュースを作って返礼品にしたいなぁ…
機械の購入費は１００万円。そうだ！クラウドファンディング（CF）で資金調達しよう！

（例）熊取ジュースプロジェクト

製造のための機材購入費100万円
（補助対象経費）

目標額に達した場合

目標額に達しなかった場合

例

例

熊取町がＣＦ開始

CF目標額200万円
（補助対象経費の２倍の額）

CFで寄付された額200万円

補助額100万円
返礼品の経費 等

100万円

CF目標額200万円
（補助対象経費の２倍の額）

CFで寄付された額100万円

補助額
50万円

返礼品の経費 等
50万円



#ふるさと納税3.0とは

事例 「ぎょーざやさん」

業務効率化をめざし、餃子を包む

機械装置の購入のため、クラウド

ファンディングを実施中。
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万博における本町の取組

➜ 保護者の方が、大阪府の特設Webサイトから電子申請。

町内に住む4歳～17歳の子どもを対象に、万博入場券 （１日券）を配付。
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STEP1

STEP2

STEP3

保護者等の情報を入力し、新規登録

子どもの情報登録

本人確認書類の写真データを送る

STEP4 受付完了

審査後、メールでチケットIDが届きます

大阪府招待分と

あわせて2回分！



万博における本町の取組

➜ 続いて、万博公式WEBサイトで万博IDを取得
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STEP5

STEP6

STEP7

電子チケットを登録してチケットIDと紐付ける

来場日時等の予約、二次元コード取得

会場でスマートフォンに保存した二次元
コードを表示して入場！！



万博における本町の取組

府内すべての市町村と一体となり、府内各地域の魅力を

来場者に広く発信する「大阪ウィーク」への出展。

場所
EXPOメッセ「WASSE（わっせ）」
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万博における本町の取組 【夏】

7/29（火）、30（水）に出展。

熊取ブランド
「くまとりやもん⤴」を
中心とした熊取産ブルー
ベリースイーツなどの出展

くまとり観光大使
じょじょすけ氏による
「切り文字ワークショップ」
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万博における本町の取組 【秋】

9/14（日）、15（祝・月）に出展。

町内各大学の研究内容等の
出展（調整中）

ジャンプ君・メジーナちゃん、
じょじょすけ氏による
シティプロモーション
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ご静聴
ありがとうございました
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